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 グレナダにおける総合防災ユースチャンピオン大会（CDMYCC）の取り組み 

  －日本のコミュニティ防災の経験を世界へ－ 

 

 国際協力機構（JICA）元カリブ地域防災協力企画調査員 沖田 陽介(1) 

 グレナダ National Disaster Management Agency(NaDMA)元職員 Kem Jones(1) 

 

１． はじめに 

日本からは遠く、時差は 13 時間、直行便も飛んで

いないカリブ諸国は日本人にとってあまり馴染みの

ない地域といえる。グレナダは、カリブ海の小アンテ

ィル諸島南部に位置する人口約 10 万人強の島国であ

る。本稿では、このグレナダにおける防災の取り組み

である「総合防災ユースチャンピオン大会」について

紹介したい。 

2010 年 1 月に発生したハイチでの大地震はまだ記

憶に新しいが、地震以外にもカリブ地域は「大西洋ハ

リケーンベルト」と呼ばれるハリケーン多発地域に属

しており、ほぼ毎年のようにハリケーンとそれに伴う

洪水が襲っている。近年の例では、2004 年にグレナ

ダに大きな被害を与えたハリケーン・アイバン、2010

年にセントルシアやセントビンセントを襲ったハリ

ケーン・トーマス等が挙げられる。 

グレナダにおいて今年も開催された「総合防災ユー

スチャンピオン大会（Comprehensive Disaster 

Management (CDM：総合防災) Youth Champion 

Competition (YCC)）」（以下、CDMYCC とする）の

取り組みは、Kem Jones が国際協力機構（JICA）の

実施する研修コースに参加し、日本で得た知見をグレ

ナダの状況に合うようにアレンジした上で開始した

ものである。日本のコミュニティ防災(2)のノウハウが、

遠くカリブ海の島国における防災施策となって貢献

しているという非常に興味深い例である。グレナダで

の成功例をもとに、他のカリブ諸国、そして世界各国

における日本の防災協力について考えるために、本稿

がその一助となれば幸いである。 

 

２． 総合防災ユースチャンピオン大会概要 

グレナダでは毎年のようにハリケーン、洪水等の自

然災害が襲っており、特に 2004 年のハリケーン・ア

イバンでは、人的被害のみでなく、国土の約 85％の

家屋、約 70％の農作物等が被害を受けた。このよう

な状況を鑑み、グレナダ国家災害管理機関（National 

Disaster Management Agency: NaDMA）では 2010

年に教育省との協力のもと、Secondary School（中

学校または高校に相当）を対象として、CDM に関す

る意識を高めるべく CDMYCC を開始するに至った

1)。CDMYCC の開始にあたっては、カリブ地域の災

害 管 理 機 関 で あ る カ リ ブ 災 害 緊 急 管 理 機 関

（ Caribbean Disaster Emergency Management 

Agency: CDEMA）の策定したCDM戦略を参考とし、

CDEMA から資金的支援を受けるなどした。 

CDMYCC の目的は以下のとおりである 2)。 

・ 学校における総合防災への意識を高めること 

・ 生徒や教師が災害リスクの減少に、より敏感に

なること 

・ 気候変動適応の意識を高めること 

・ 生徒や教師に、災害対応に関する知識およびツ

ールを周知させること 

 第 1 回 CDMYCC は、2010 年 11 月から 2011 年 4

月に開催され、その後 2012 年、2013 年はそれぞれ 1

月または 2 月から 3 ヵ月の期間で実施されている。

回を重ねるにつれてその内容は少しずつ変化してい

るものの、参加校に求められる活動は概ね以下のよう

な内容である(3)。 

（１）CDM 教育戦略とスクールグループの構築 

大会に参加する学校は、大会期間中に学校またコミ

ュニティ内で、防災に関してどのような活動を実施す

るのかについての活動計画「CDM 教育戦略」を提出

する。この CDM 教育戦略には、その学校が扱う災害

種や活動のテーマについて記述する。災害種はその学
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校の場所に応じて NaDMA が指定する。例えば洪水

多発地域であれば洪水を、海岸沿いの学校であれば津

波を対象とする等である。 

また、同活動を校内、コミュニティ内で中心となっ

て行う「スクールグループ」の設立を行う。スクール

グループは男子 10 名女子 10 名で構成されるが、男

子校または女子校の場合はこの限りではない。スクー

ルグループを中心にして行う活動には、以下に述べる

ようなコミュニティの防災意識に対する啓発活動、避

難訓練の実施、ディベート大会、防災啓発ソング等が

含まれる。 

（２）コミュニティの意識啓発活動 

各校はスクールグループメンバーを中心に、コミュ

ニティにおける防災や気候変動に対する意識の啓発

活動を実施する。これはラジオやテレビへの出演、新

聞掲載、バナー（看板）の作成、パンフレットの配布

等を通じて行われる。 

2012 年大会では、NaDMA によるテレビ番組にス

クールグループの生徒が参加し、防災に関するインタ

ビューに応じた。ここでの受け答えは、後述する各校

の採点の対象ともなっている。 

 

写真 1 防災関連のテレビ番組に出演する生徒 3) 

 

（３）緊急時対応計画と避難訓練の実施 

NaDMA から指定された災害種に基づき、各校は

緊急時における対応計画を作成し、避難訓練を実施す

る。災害種には洪水、地震、津波のほか火災や交通事

故といった災害も含まれる。学校のみで完結するので

はなく、消防、保健省、赤十字等の関連する組織の協

力も得ながら実施される。 

緊急時対応計画の作成のみでなく実際に訓練を実

施することは、計画の実用性をテストすることにも役

立っている。 

（４）ユースフォーラム（ディベート、コンサート） 

CDMYCCの最終日にはCDMユースフォーラムが

開催され、2012 年大会では各校対抗で防災をテーマ

としたディベート大会と、防災意識啓発ソングのミニ

コンサートが実施された。総理大臣や教育大臣の出席

が見られた他、父兄や生徒 500 名以上の参加があっ

た。 

 

写真 2 生徒による防災意識啓発ソングの発表 4) 

 

（５）採点およびチャンピオンの決定 

3 ヵ月に亘る上記のような活動を通じ、NaDMA が

任命した審判員が各校の評価を行う。次ページの表は

2012 年大会で使用された採点表である。チャンピオ

ンとして認定された学校は、その 1 年間 CDM ユース

チャンピオンとして他の学校を訪問し、防災意識向上

のための活動を展開することが求められる。 

第 3 回目となる CDMYCC も、2013 年 2 月から 5

月にかけて開催された。2013 年大会では、JICA か

ら優勝校に対し「JICA BOSAI Award（JICA 防災

賞）」を授与し、来年以降も可能な限り支援すること

を模索している(4)。 

CDMYCC は、グレナダにおけるコミュニティ防災

の重要な施策のひとつとして同国に定着した感があ

る。生徒の活動は、学校内のみにとどまらず、地域に

おける防災意識啓発活動を実施するなど、グレナダ国

内の各コミュニティにおける防災意識、災害に対する

備えは、CDMYCC を通じて確実に高まっている。 
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2012 年 CDMYCC 採点表 5) 

 カテゴリー 点 

1 CDM 教育計画の提出 10 

2 CDM 教育計画の実施 20 

3 全校生徒の理解度 10 

4 CDM 教育計画による住民の意識向上 20 

5 テレビ番組におけるインタビュー応答 10 

6 CDMユースフォーラムでのパフォーマンス 10 

7 CDM スクールグループの構築 10 

8 学校の CDMYCC への参加度 10 

 合計 100

 

３．日本のコミュニティ防災の経験を世界へ 

      -JICA 研修とグレナダへの適用-  

Kem Jones が参加した「洪水解析・コミュニティ

防災」コースでは、有識者による講義の他、荒川での

洪水対策施設、埼玉県栗橋における災害図上訓練

（Disaster Imagination Game）の紹介、いくつかの

コミュニティを訪問し、各コミュニティにおける過去

の洪水、地震、台風といった災害の経験からいかに被

害を抑えていくかという知見・ノウハウを共有するプ

ログラムが含まれていた(5)。この研修から得られた知

見を要約すれば、以下のような点である。 

・ 「自助」「共助」の考え方。自らや家族の命を守

るのは住民自身の責任であるということ。 

・ 「防災」へのコミュニティの参加。特に学校教

育カリキュラムに防災のコンポーネントが含ま

れていること。 

・ 災害対策は、中央政府、地方自治体、NGO、民

間企業、そして何よりも各コミュニティの住民

の積極的な参加があって、初めて実現できるも

のである。特に若者世代の参加は、中長期的に

見たときに大きな効果が期待できる。 

・ レーダー雨量計や水位監視カメラといった最新

技術を用いた高価な防災施策は、カリブ諸国で

はその予算規模ゆえに導入が困難である。 

 

上記を踏まえ、グレナダでの防災施策に適用するに

あたり、Secondary School の生徒を対象とした防災

に関する競技会という形式をとったのは以下の理由

による 6)。 

・ グレナダでは人口の約半数以上を若者（youth）

世代が占めており、コミュニティにおいても活

動の計画や実施の中心的役割を果たしている。

そのため、若者世代はコミュニティの防災力の

強化という点においても、より中心的な役割を

果たすべきである。 

・ 生徒たちは、学校、家、コミュニティにおいて

総合防災、気候変動適応といったメッセージを

伝える触媒となりえる。 

・ 民間企業の参加を促すために、大会の主旨に賛

同を示した民間企業をスポンサーにつけること

で、優勝校に対する賞品（パソコン等）を提供

できるようにした。また、大会という形をとっ

て賞品を提供することは、各校の大会に参加す

る強いインセンティブにつながった。 

 

４．カリブ地域における防災協力の一考察 

カリブ地域は、一般に国土、人口ともに規模の小さ

い島国が多く（例えばカリブ地域のセントルシアの面

積は淡路島のそれとほぼ同じ）、NaDMA や消防とい

った、災害対応にあたる機関の職員数、その予算等も

決して潤沢であるとはいえない。加えてその山がちの

地形と、コミュニティ同士の距離が離れていることは、

災害発生時に外部から支援が入るのに時間を要する

原因ともなっている。そのため、災害対策における自

助またはコミュニティ内における共助の必要性が強

く求められる。 

1 カ国における人口の少なさは、日本からの援助と

いう観点で見た場合、援助を実施した場合に裨益する

人数があまりに少なく、それゆえに 1 国のみを対象

とした大規模な協力プロジェクトを設計しにくい。他

方で、ひとまとめに「カリブ地域」として地域を対象

としたプロジェクトを構築することも考えられるが、
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各国の災害種(6)や災害対策機関のキャパシティの違

いがあり 7)、各国個別の要望に対応しきれるかが心も

とない。 

今回紹介した CDMYCC のきっかけは、JICA が 1

名の研修員を日本での研修に受け入れることに端を

発したものであり、日本からの投入としては小さいも

のであった。その一方で、1 名の研修員が日本のコミ

ュニティ防災に触れた経験が、帰国後にグレナダ全土

に及ぶ一大防災イベントとして発展した好例である

といえる。もちろん日本で学んだことがそのままグレ

ナダの状況にあてはめられるわけではなく、人員や予

算等を考慮に入れたアレンジが必要であった。 

カリブ諸国の災害対策機関は、スタッフ数、予算と

もに限られている。日本としてもカリブ地域の 1 国

あたりに投入できる援助量は限られている。このよう

な状況の中で実施されたグレナダの CDMYCC の事

例は、コミュニティ、特に若い生徒たちに着目し、多

大な予算をかけないで全国的な活動を実施している

という点で、今後のカリブ地域、類似の状況を抱える

他国、そしてもちろん日本国内においても大いに参考

となる取り組みであるといえるだろう。 

 

補注 

(1) 筆者のうち、沖田陽介は 2013 年 2 月より約半年間、JICA

カリブ地域防災協力の企画調査員としてグレナダ、セント

ルシア、ドミニカ国、ガイアナ、ベリーズ、ジャマイカと

いった国々における JICA のこれまでの国際防災協力のレ

ビュー、そして同地域における今後の協力のあり方につい

ての検討を行った。また、Kem Jones はグレナダの災害管

理機関である NaDMA の元職員であり（同国の政権交代の

影響で現在は NaDMA を離れている）、グレナダにおける

JICA 帰国研修員同窓会の会長も務めている。 

(2) 本稿では「コミュニティ」を各集落等の近隣地域社会と定

義し、「コミュニティ防災」活動とは、各地域における避

難訓練、住民参加型の防災マップ作成等の、コミュニティ

における防災意識啓発活動を主に指すこととする。 

(3) 2012 年 CDMYCC の様子をまとめた約 1 時間のドキュメ

ンタリーを、YouTube 上で視聴することができる。

<http://www.youtube.com/watch?v=MBPpbFrclaM> 

(4) 2013 年の CDMYCC については、JICA ウェブサイト「世

界 HOT アングル」でも紹介している。 

<http://www2.jica.go.jp/hotangle/america/grenada/0010

93.html> 

(5) 同研修は、2010 年 2 月 22 日から 3 月 12 日の日程で実施。

愛媛県西条市における台風災害の経験の聴取や、大保木山

地域住民から、台風や地滑りの経験とその対応策について

意見交換を行うなどした。 

(6) カリブ共同体（Caribbean Community：カリコム）に属

する国には、グレナダ、セントルシア、ドミニカ国といっ

た島嶼国のみでなく、ガイアナ、ベリーズといった大陸に

属する国も含まれているが、洪水の中でも前者は鉄砲水

（flash flood）が、後者は河川の氾濫による洪水が発生し

やすいという違いがある。 
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